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　遺跡は旧阿賀野川や旧小里川右岸に形成された標高 

約６ｍの自然堤防上に立地します。一般国道４９号阿賀 

野バイパス建設に伴い平成２２年４月から発掘調査を行 

っており、調査面積は３,５００㎡です。 

　平成２０年度に行った西側の調査では弥生時代前期の 

集落が見つかり注目を集めましたが、今年度は古代・ 

中世が主体です。古代では掘立柱建物６棟のほか、竪 

穴建物や土坑などが見つかりました。竪穴建物は１辺 

約３ｍの方形で、深さは４５㎝です。カマドはありませ 

んが、底面付近で炭化物が集中して見つかっており、 

何らかの作業場であった可能性も考えられます。また、 

長さ約２～６.５ｍの短い溝や埋土に焼土粒が混じる小規模な土坑が点在することも特徴です。遺物は佐渡小泊の

須恵器を多く含み、９世紀中ごろに営まれた集落と考えられます。 

　中世では掘立柱建物、井戸、土坑、溝などが見つかりました。溝の中には１辺約６５ｍの方形に巡ると見られ

る区画溝があり、この内部から掘立柱建物や井戸が多く確認されました。掘立柱建物のなかには柱を抜き取っ

た穴に打ち割られた茶臼が埋められたものもあります。また、井戸は建物の近くから２３基見つかりました。井

戸側を持つものは１基だけで、ほかはすべて素掘りです。中世の遺構は平成２０年度の調査でも見つかっており、

これを合わせると集落は東西２００ｍ以上にわたり続くことが分かりました。遺物はごくわずかですが、１４世紀

代の珠洲焼などが出土していることから、おおむねこの頃の集落と推定されます。 

　「山口」の地名は中世白河荘水原条の範囲を記した地頭大見氏の文書に「南  限山口田尻江」とあり、遺跡周

辺が水原条の南限付近にあったと考えられます。近年、山口遺跡と旧小里川を挟んだ西側の柄目木遺跡や村前

東Ａ遺跡でもほぼ同時期の集落が調査されたほか、南東側２㎞にある境塚遺跡や山口野中遺跡では居館や大規

模な道などが見つかっており、大見氏が活躍した鎌倉～室町時代の水原条の景観が明らかになりつつあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒川隆史） 

調査範囲全景（西から）

中世の区画溝と掘立柱建物・井戸（北から）古代の竪穴建物（幅3ｍ・深さ45㎝・南から）

（阿賀野市山口字城ヶ窪２８８７ほか） 
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　海川右岸、日本海から約３００ｍ内陸の沖積地に立地し、標高は３.８～５.５ｍです。一般国道８号糸魚川東バイ

パス建設に先立ち、平成１８年度から発掘調査を行っています。これまでの調査で、３面（上・中・下）の文化

層があることが分かっています。上層では古墳時代前期の玉作関連遺物を多く含む土坑や古代（８～９世紀代）

の掘立柱建物など、中層は縄文時代中期中葉～後期にかけての土器や石器、下層では縄文時代中期前葉～中葉

頃の多量の土器と石器、竪穴住居や土坑、魚の骨や種子などの食べかすを廃棄したゴミ捨て場などが見つかり

ました。今年度は４月から１１月まで３調査区、延べ

５,２００㎡を調査する予定です。今回は、上層の調査が

終了したＡ１区とＡＰ１区について報告します（写真

１）。 

　調査範囲の地形は、北から南に緩やかに傾斜してい

ます。遺構・遺物は標高の高い北側に多いことが分か

りました。 

　遺構は古代（８世紀代）が主体で、掘立柱建物、土

坑、溝、多数の柱穴、水田などを検出しました。柱穴

の多さから、断続的に建物が建てられていたと考えら

れます。なかでもＳＢ７６１は大型の建物です（写真２）。

桁行き５間（１１ｍ）、梁行き２間（５.８ｍ）で、北側に

深さ約２０㎝の溝を持ちます。柱穴の規模は幅４５～８０㎝、

深さ４０～６０㎝と他の柱穴に比べ、特に大きいものです。柱が残存しているものはありませんが、断面に残され

た痕跡から、太さ２０㎝以上のものが使われていたことが分かりました。このような大型の建物が一般集落で見

られることはあまりないことから、有力者の居宅もしくは、公的な性格を持つ施設である可能性があります。 

　遺物は古墳時代から古代の土師器・須恵器などの土器が多く出土しています。特筆されるのは、柱穴から出

土した古墳時代の「　」（胴部に注口を取り付ける小さい孔のある壺形の須恵器）です（写真３）。残念なが

ら、胴部よりも上の部分は欠落していましたが、こぶし大の礫３つとともに、柱を抜き取った穴に埋められた

状態で見つかりました。 

　今後、中層・下層と調査を進めていきます。昨年度までの調査に加えて、新たな発見があるものと期待して

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㈱吉田建設　伊藤正志） 
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１　Ａ１区・ＡＰ１区完掘（北から）

３　　出土状況（東から）２　大型掘立柱建物（東から）
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　川久保遺跡の概要については、「埋文にいがた」第６９号で紹介しましたが、今回は、接合復元作業の終了し

た土器について紹介します。特徴としては、周辺地域との関連を示す文様を持った土器が多く認められること

があげられます。川久保遺跡に集落を構えるのは縄文中期前葉からですが、この時期、新潟県内では海岸平野

部を中心に、半截竹管を用いた爪形文や平行線文を特徴とする北陸系の「新保新崎式土器」が主体を占めます。

しかし、山間部では北陸系の土器は少なく、中部高地を中心とした土器が多く認められます。中部高地系土器

は「後沖式」（写真１　上左）「焼町土器」（写真１　左上以外）と呼ばれる土器です。「後沖式」は、斜行

する沈線や隆帯による楕円区画が特徴です。また、「焼町土器」は大きな環状の把手や舌状の隆帯が特徴です。

このほか、関東、中部高地に分布する｢勝坂式｣「阿玉台式」と言った土器もあります。 

　中期中葉になると、火炎型土器を始めとする越後独自の土器が多く認められるようになります。火炎型土器

では最も古手とされる破片もあります。また、王冠型土器の把手は、バラエティ－に富みます（写真２）。こ

れら火炎土器群は直接山を越えて群馬県に出ることはありませんでしたが、逆に関東地方の「加曾利Ｅ式」（写

真３）と呼ばれる土器は後葉にかけて山を越えて入って来ます。この時期、新たに東北系の「大木式」が加わ

ります。越後の火炎土器群と並んで最も安定して存在し、中心的位置を占めます。また、沈線で綾杉状の文様

を描いた土器も特徴的です（写真４）。この土器は上中越地方を中心として分布するもので、同様の文様は信

州地方でも多く認められ、「唐草文土器」と呼ばれています。写真４中央は、器形、文様構成が信州に近いも

のです。中期後葉から後期前半にかけても関東・中部高地の影響が見られます。 

　このように、川久保遺跡は群馬県境に近いこともあり、集落存続期間をとおして関東・中部高地方面と往来

があったことを示しています。また、魚野川下流域（平野部）からは火炎土器群や大木式土器などが入ってき

ました。このように各地域の影響が認められる多くの土器が存在することは、当遺跡がこの地域の拠点集落で

あったことを物語っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋　保） 

４　綾杉文を多用する土器３　関東加曾利Ｅ式土器

２　火炎型・王冠型土器の把手１　中部高地系土器

整理報告遺跡

埋文にいがたＮｏ.７２ 

－３－ 
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　姫御前遺跡は、海岸砂丘と山地から延びる丘陵の間に形成された、狭い平野部に立地します。古墳時代前期

と室町時代の遺構・遺物が検出されたことは、本紙№５８・６６で紹介したとおりです。今回は、地層の観察から

読み取ることができた環境の変化について中間報告します。 

　地層には、様々な情報が埋もれています。例えば、花粉は自らの子孫を残すために硬い殻に覆われているた

め、腐らずに残っています。また、イネ科の植物に触れると手を切ることがありますが、これは植物の中に細

かなガラスが入っているからで、これもまた腐らずに残っています。花粉やガラスの形が植物によって異なる

ことから、各地層にどのような植物の花粉やガラスが含まれているかを調べることによって、地層が堆積した

当時の環境を復元することができるのです。姫御前遺跡の土に含まれる花粉やガラスの分析を綿密に行ったと

ころ、縄文時代以来、鬱蒼としたスギ林であったのが、古墳時代の幕開け頃からスギ林が徐々に減少し、水田

が増加していくことが分かりました。その後は水田化が急速に進み、室町時代には集約的な生産が行われたこ

とが明らかになりました。このことを裏付けるかのように、姫御前遺跡の西側１４０ｍにある竹花遺跡では、古

墳時代前期と室町時代の水田の跡が見つかっています。 

　また、古墳時代前期の遺物包含層の間からは火山灰が見つかりました。そして、火山灰の上と下とでは、土

器の顔つきが若干違うことが分かってきました。今後、土器の年代を決定する上で、重要な指標となると考え

られます。この火山灰の化学組成を新潟大学で調べて貰ったところ、糸魚川市内の複数の遺跡のほか、上越市

や新潟市で発見されていた古墳時代前期のものと一致しました。周辺の活火山としては焼山がありますが、古

墳時代前期の活動は知られていません。しかし、火山灰を検出した遺跡の分布を見ると、供給源の候補の一つ

と考えられます。また、火山灰が降った後には、低地が水に浸るような環境に一変したことも分かりました。

相互の関係は明らかではありませんが、焼山が活動していたとすれば、その影響で山体が荒れ、そこから流れ

出る海川の流れが蛇行するなど、流路に大きな変化が

生じたことが想定されます。その結果、川の水が海に

流れ出にくくなり、低地部分が水に浸かるような環境

に変化したのかもしれません。 

　このように、地層を慎重に観察することで、様々な

情報を引き出すことができます。たかが「土」と思わ

れるかもしれませんが、多くの情報が詰め込まれたタ

イムカプセルといえるのです。現在行っている整理作

業では、膨大な自然科学分析のデータを慎重に解析し、

環境の変化と人々の暮らしぶりを復元していきたいと

考えています。　　　　　　　　　　　（加藤　学） 
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火山灰と湿地化を示す泥炭層

火山灰と湿地化を示す泥炭層

姫御前遺跡近景（東から）

火山灰を挟んで検出した古墳時代前期の遺物包含層

古墳前期 古墳前期

整理報告遺跡

（糸魚川市東寺町） 

ひめ　　　ご　   　   ぜ  

から 

うっそう 

か  ざんばい 

やけやま 

でいたんそう 

竹花遺跡

姫御前遺跡

火山灰

火山灰

江戸
室町

江戸

室町



 

 

 

 

　９月５日（日）に糸魚川市の青海総合文化会

館「きらら青海」を会場に「遺跡発掘調査報

告会」を開催しました。第１７回目となる今回

は、平成１３年度から当事業団が糸魚川市内で

行ってきた北陸新幹線・国道８号糸魚川東バ

イパス関係の発掘調査が終了を迎えることも

あり、これまでの調査の総まとめと、主要発

掘調査遺跡の紹介を大きな目的として開催し

ました。 

　報告会当日は、隣県の長野県・富山県から

お越しいただいた方も含め、約２６０名の参加

があり、熱心に聴講いただき、盛況の内に開

催することができました。厚く御礼申し上げ

ます。 

　また、会場１階のギャラリーでは、９月３日から９月２９日まで出土品展示を行い、約１,７００名と多数のご来

場をいただきました。糸魚川は、その代名詞ともいえる「ヒスイ」をはじめとする豊富な石材を用いた「玉作

の里」であること、海上交通や「塩の道」を介した活発な「交流・交易の地」であることなど、遺跡から見た

糸魚川地域の特徴について、より多くの方に触れ、理解を深めていただくことができました。 

　来年度は、参加者の方々からいただいたご意見等を参考にし、より充実した内容で、より多くの方がご参加

いただけるような企画にしていきたいと考えています。開催に当たっては、皆様に広報紙・ホームページ等を

通じてご連絡・ご案内します。今後も多数のご参加を期待しております。 

　なお、報告会当日に配布した資料は当事業団ホームページで公開しています。是非ご覧ください。 

たまつくり 

遺跡発掘調査報告会の様子

出土品展示会場
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　伊達八幡館跡は、信濃川右岸の標高約１７５ｍの河岸段丘上に立地します。昭和６２（１９８７）年県営ほ場整備事

業に伴い、市教育委員会が発掘調査を実施し、１５世紀から１６世紀代頃の空堀に囲まれた建物群など、館主要部

の状況が明らかになりました。館は主郭（東西約４０ｍ、南北約５０ｍ）及び主郭西側に平行する副郭（東西約３６

ｍ、南北約４１ｍ）と、さらにその外側を囲む建物群で構成されます。主郭内では掘立柱建物１５棟、土橋１基、

木橋２基、井戸２基、小空堀１条、排水溝１条を検出しました。出土品は、中国からの輸入陶磁器（青白磁・

白磁・青磁・青花・中国天目）、国産陶磁器（珠洲焼・越前焼・信楽焼、土師質土器、瓦質土器、木製品（漆

器椀・曲物・下駄）、石製品（硯・茶臼・粉挽き臼・砥石・石鉢など）、銅製品（管耳瓶・双耳壺・燭台・錫

杖頭）、鉄製品（鏃・刀子・釘）、銭貨など、多種多様なものが見

られます。特に注目されるのは銅製品です。これらは仏具として用

いられるほか、部屋の飾りなどとしても用いられるもので、いずれ

も主郭正面の空堀底部から出土しており、何らかの祭祀的な意図を

持って置かれた（埋納された）可能性があります。管耳瓶は首の部

分の左右に管状の把手が付き、外面の上部と下部に饕餮文様（二つ

の眼を主体とする獣面の文様）が見られます。文様の特徴から中国

の南宋時代（１３世紀後半）に製作されたと推定されます。また、双

耳壺は龍の頭部を模した把手に遊鐶（リング）を持つもので、元時

代（１４世紀代）のものと推定されます。これら２点は「唐物銅器」

と呼ばれる、中国や朝鮮半島から輸入された青銅器で、国内外の類

例もほとんどなく、極めて希少なものです。本館跡出土品は、希少

品や、限られた階層の間でしか嗜まれていなかった「茶の湯」に用

いる茶臼など、文物の流通状況や地方武士階層の日常生活を知る上

で重要な資料です。 

　なお、館の主を直接的に示す文書等は確認されていませんが、鎌

倉時代後期に上野国（現在の群馬県）の大豪族新田氏一族の鳥山氏

が妻有地方（現在の十日町市・中魚沼郡）に所領を有していたこと

が知られており、同氏が南北朝時代以降も妻有地方周辺に存在する

ことから、館との関連性が推測されます。 

埋文にいがたＮｏ.７２ 

－６－ 

（左２点：燭台、中央手前：錫杖頭、中央奥：双耳壺、左：管耳瓶）

【写真：十日町市教育委員会提供　撮影　小川忠博氏】

管耳瓶
（中央には龍文、その上下に饕餮文）

（遺跡所在地：十日町市大字伊達甲１,２２２番地） 
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